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 今年も 4 月 27 日･28 日の 2 日間、附属校新任教諭 APU 研修が実施され、この 4 月から各附

属校に着任された新任の先生方が APU を訪問しました。APU 研修は、附属校の教員が自ら「児

童･生徒に『APU の魅力』を語れるようになる」ことを目標とし、今回で 10 回目となります。 

APU 通信では、今号よりリレー形式で、『教員の視点から見たAPU』をお届けします。 

なお、2015年度APU オープンキャンパスが ①7/20(祝月)、②8/2(日)、③11/1(日)に 開

催されます。オープンキャンパス専用ツアーも受付中です。 

オープンキャンパスの申込･詳細は、 APU mate.net で検索して、「イベント情報」のペ

ージをご覧ください。 http://www.apumate.net/event_info/opencampus.html 
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今年度 4 月から立命館守山中学校・高等学校に

入職した養護教諭の服部です。新しい環境ですから、

毎日が「学び」です。ボチボチやっていきます。 
 
さて、私は 4 月末に APU 研修に参加してきまし

た。初めてのAPUでは、山の上の広大な敷地の中、

たくさんの学生たちがのびのびと生活しているな

と感じました。日本人学生と留学生が共生し、「多

文化」と出会い、そして「多文化」を通して自分の

文化を知り、深めていくことができる学生生活では

ないかと感じました。 
  

今回、私たちの研修では、いつもの皆さんの生活のように、授業を受け、グループワークをしま

した。その中で、「大学は何をする場所なのだろう？」という大きなテーマをもらい、ディスカッシ

ョンをしました。「正解はありません」と最初に言われたのに、ディスカッションは力が入りました。

ディスカッションでは「専門知識を得る場所」「社会性を学ぶ場所」という話が出てきました。中学

生や高校生の皆さんは、大学は何をする場所だと考えているでしょうか？私たち教員の考えと同じ

でしょうか？もちろん勉強だけではなく、たくさんの人と出会い、たくさんのことにチャレンジし、

そしてたくさん遊ぶこともできるでしょう。私の好きな E.H.エリクソンはライフサイクル理論の中

で「人生は８つの段階に分かれていて、その段階ごとの乗り越えるべき課題がある」と言っていま

す。人は生まれた時から亡くなる時まで

ずっと、何らかの課題を抱え、それを乗

り越えながら生きていくのです。そうや

って人は成長し続けるのだと思います。 
APU での生活は、親元から離れる 

ことや学習面の厳しさなど、辛いことが

あるかもしれません。しかし、たくさん

の出会いから、さまざまな考えにも触れ

ることができるのではないかと思いま

す。進路のひとつとして気になっている 

ならば、先生たちとじっくりと相談して

みてくださいね。 
＊大分は 4 月末にもう藤の花がきれいに咲いていました！ 

立命館守山中学校・高等学校

服部紀代（養護） 
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な
ぜ
先
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の
か
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Ｍ
さ
ん
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場
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「
新
し
い
自
分
に
出
会
え
る
」 

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
に
つ

れ
、「
や
り
た
い
こ
と
は
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
あ
る
」

と
強
く
感
じ
、
自
分
の
判
断
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
へ

の
進
学
を
決
め
た
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価
値
観
の
異
な
る
人
々
と
共
に
学
ん

で
い
く
日
々
。
「
価
値
観
の
ぶ
つ
か
り
合

い
の
中
で
、
自
己
の
成
長
を
実
感
し
て
い

る
」
と
語
る
Ｍ
さ
ん
の
目
は
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
た
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
大
学
生
活
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Ｍ
さ
ん
は
、
学
業
の
傍
ら
、
発
展
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上

国
で
英
語
を
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え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
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の
秋
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ギ
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の
留
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え

て
お
り
、
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高
め
る
た
め
の
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実
な
一
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を
踏
み
出
し
て
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る
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、
周
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意
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さ
ん
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語
る
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立命館宇治 

中学校・高等学校 

-ＡＰＵ通信・編集長-

教諭：小澤 大心 

 

「
最
初
は
国
関
志
望
で
し
た
」 

現
在
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
二
回
生
で
あ
る
Ｍ
さ

ん
。
実
は
、
直
前
ま
で
立
命
館
大
学
の
国

際
関
係
学
部
に
進
学
す
る
と
心
の
中
で
強

く
決
め
て
い
た
。 

そ
ん
な
Ｍ
さ
ん
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ

た
の
は
、
教
室
掲
示
さ
れ
て
い
た
Ａ
Ｐ
Ｕ

の
ポ
ス
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ふ
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目
に
し
た
時
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幼
い
と
き
か
ら
、
海
外
で
の
生
活
が
長

く
、
自
然
と
国
際
社
会
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
っ
た
と
い
う
Ｋ
さ
ん
。
立
命
館
宇

治
で
は
Ｉ
Ｍ
コ
ー
ス
に
在
籍
し
、
在
学
中

に
は
カ
ナ
ダ
へ
の
留
学
も
経
験
し
て
い

る
。
一
般
の
高
校
生
と
比
べ
る
と
、
十
分

す
ぎ
る
ほ
ど
の
国
際
経
験
を
し
て
い
る

よ
う
な
Ｋ
さ
ん
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
な
る

自
己
成
長
を
追
い
求
め
て
い
る
。 

「
平
凡
な
大
学
生
活
よ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
環
境
に
身
を
置
き
た
い
。
」 

自
分
へ
の
挑
戦
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
へ
の
進
学
に

つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
進
学
後
の
大
学

生
活
が
彼
女
の
期
待
を
裏
切
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

「
う
ま
く
使
え
ば
可
能
性
は
無
限
大
」 

 

Ｉ
Ｍ
コ
ー
ス
で
の
経
験
を
絶
対
に
無

駄
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
Ｋ
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の

学
生
生
活
に
大
き
く
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
特
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
は
国

際
学
生
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
交
流

を
通
じ
て
お
互
い
の
絆
が
深
ま
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
国
際
社
会
の
縮
図
が
、

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
は
存
在
し
て
い
る
の
だ
。
そ

ん
な
充
実
し
た
学
生
生
活
も
、
自
己
の

主
体
性
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
無
駄
に
覇

気
の
な
い
大
学
生
活
を
過
ご
す
人
間
も

多
く
い
る
中
で
、
大
切
な
こ
と
は
Ａ
Ｐ

Ｕ
の
環
境
を
自
分
の
た
め
に
最
大
限
に

生
か
せ
る
人
間
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ

る
と
Ｋ
さ
ん
は
語
る
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編
集
後
記
～
（
悩
め
る
附
属
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も
し
君
た
ち
が
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
約
束
さ

れ
た
成
功
体
験
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
申
し
訳
な
い
が
進
学
は
や
め
た
ほ

う
が
い
い
。
そ
う
で
は
な
く
、「
自
分
の

可
能
性
の
あ
る
未
来
」
を
探
す
の
で
あ

れ
ば
、
同
じ
志
を
持
っ
た
意
識
の
高
い

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
が
快
く
迎
え
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。 
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そ
ん
な
悩
み
に
直
面
し
て
い
る

君
た
ち
に
朗
報
！
附
属
校
出
身
の

先
輩
た
ち
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｕ
ラ
イ
フ
を

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
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Do you know its location? 

みなさん、APU ってどこにあるのかご存知でしょうか？新幹線小倉駅から特急列車に乗り換え１時間。車窓はいつまでたって

も山、山、山…。本当にここで合っているのだろうかと不安に駆られる頃、ようやくかの有名な温泉街、別府駅に到着します。京

都から離れること、約４時間。そして別府の温泉街からさらに離れること約３０分。山のてっぺんをスパッと切り取って作ったような

台地に、APU は突如現れます。大学を挟んであっちとこっちの道路が両方下り坂なので、ここは山のてっぺんということで間違

いありません。 

いつも霧がかっていて、強風が吹くのだそうです。周りは一面緑の山。そんな大自然の中で繰り広げられる、世界一国際的な

学校生活を少しご紹介したいと思います。 

 

Enjoy the full immersion of its International environment! 

 APU の大学生活を「国際的」という言葉抜きには語ることはできません。では、どこが国際的 

なのか？ 

 まずは授業が「日英二言語開講」であること。つまり、同じ内容の授業を日本語でも受けられ 

るし、英語でもうけられるというもの。より国際学生が多いのはもちろん英語開講授業なので、 

しっかり英語力をつけて国際学生と机をならべれば、日本にいながらにして、海外大学で 

学んでいるかのような環境に！ 

 続いては、「AP HOUSE」。APU１年生は学部や国籍に関わらず全員が寮生活を送ることに 

なっています。この AP HOUSE、まるで海外の大学寮のよう！フロアの作りや、シェアルームのレイ 

アウトなどの内装ももちろん、学生スタッフの制度なども海外の大学寮そのもの！シェアルームは 

必ず国際学生とのペア。時にはケンカもするけれど、退寮した後も、卒業した後も、大切な仲間に 

なること間違いなし！APU に来たら、AP HOUSE ライフを楽しむべし！ 

 こんなふうに、APU の国際色を支える国際学生はなんど全学生数の約半数を占めています。 

キャンパス内では一体どこの国にいるのか分からなくなるほど、たくさんの言語とたくさんの文化が 

入り交じっています。 

Get the chances on campus! 

APU はキャンパス内に将来につながるようなチャンスがいっぱい。個性豊かな日本人学生との出

会いや、志の高い国際学生との出会いはもちろん、サークル活動や、寮生活、ボランティア活動な

ど、社会に出ても胸を張って語れる経験を自分次第でいくらでもつかむことができます。 

 例えば寮のリーダーである RA(Resident Assistant)はいつも人気職。寮生のサポートや、イベント

の企画など、苦労は多いけれど人として得るものも大きい。しんどいと分かっていても、それが自分

の経験になるのならば！と熱いハートを持った学生の応募が殺到します。もちろん、国際学生も RA

になることができます。また、Teaching Assistant も、APU 学生から募られ、構成されています。上級

生が下級生の学習をサポートし、互いに学び合うという環境も整えられています。大学の規模として

は大きくない分、一人一人との濃密な関係が築けるのも APU の魅力ではないでしょうか。 

立命館中学校・高等学校 英語科 橋本彩


